
【取組内容⑤】 学校外関係者とのリアルタイム情報共有(Googleアカウントの発行とGoogleクラスルームへの招待)

松江市立義務教育学校玉湯学園リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-９

校内でのICT活用を進めるために、様々な人の支援を得るとともに、Googleアカウントを発行し、効率よく打合せを行った。

①大学生のICTボランティア

・ 児童生徒のタブレット操作スキルには個人差が大きく、低学年ではとくに操作に慣れるまでにサポートが必要となる。
・ 授業中の個々のサポートは、授業者だけでは限界があり、地域の大学生６人にICTボランティアをお願いした。
・ 大学生はいずれも教職志望の４年生で、現場経験を積みたいという学生の要望とも一致して実現した。
・ 大学での授業を踏まえ、ローテーションで週３日午前中にボランティアに入ってもらった。
・ ICTをボランティアをしてもらうにあたり、教育委員会より指導講師を派遣してもらい、研修の機会をもった上で
スタートした。
・ この大学生ボランティア６名との連携を容易にするため、Googleアカウントを発行しクラスルームに招待し、
日程調整、サポートを依頼したい内容や、学生からの回答にスプレッドシートを使うことで、調整コストが激減し、
効率的にサポートしてもらうことができた。

②大学の先生や教育委員会との情報共有

・ 大学の先生や教育委員会の方をクラス

ルームに招待し、リアルタイムに情報共有

を行った。

また、質問やアドバイス等の双方向での

やりとりが容易に行えるようになった。

大学の先生からのアドバイス

授業者の返答


